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福山市民の言語使用と言語意識に関する調査報告















とがある。福山市は薔薇で有名であるが、2019 年 5 月に開催された「第 52 回福山ば
ら祭」については、たとえば『産経新聞』（2019 年 5 月 24 日）の「岡山」面に記事
が掲載されている。東日本の人が読めば、福山市は岡山県にあると思うかもしれない。
　また福山市は、広島県の中心地である広島市までよりも岡山市までの方がはるかに












































～ 79 歳の男女 81 人。調査方法は個別面接法。実査は 2013 年 10 月～ 11 月に実施。
調査員は 5 名。
（2）福山市：岡山市での調査と同様の方法で選ばれた福山市 8 地点の中から、やは
り岡山市での調査と同様の方法で選ばれた 20 歳～ 79 歳の男女 80 人。調査方法
は個別面接法。実査は 2018 年 10 月～ 11 月（女性 40 人）、2019 年 5 月～ 6 月（男























・「チャンスは全く偶然ではなしに、」（第 1 回；2018 年 11 月 26 日掲載）
・「頭脳流出ではなしに」（第 3 回；2018 年 11 月 28 日掲載）
・「「向こうに取られた」と考えるのではなしに」（同上）
　もっとも共通語の「で（は）なく」も、次のように用いられることがある。
・「物理学賞だけでなく、」（第 4 回；2018 年 11 月 29 日掲載）
　ファーストリテイリング会長兼社長・柳井正氏（1949 年、山口県生まれ）の次の
用例も見られる。
・「制度をつくるということではなしに、」（第 11 回；2019 年 8 月 23 日掲載）










自民党総裁任期を全うするつもりなのだろうか。」（2019 年 7 月 7 日付『朝日








































































　実査は福山市調査を委託した調査会社と同じ調査会社に委託し、2018 年 10 月
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年齢層別に見ると、60 代では「言うことがある」が約 2 割いる。少数であることに
変わりないものの、一定程度見られる点は注目される。これが若年層になるに従いほ



































































　男女別に見ると、「言うことがある」は男性が約 4 割であるのに対し女性は約 6 割
である。先に見た「そうでなしに」と異なり、どちらかというと男性よりも女性での
使用者率が高い表現と言える。
　年齢層別に見ると、60・70 代では「言うことがある」が 75% にのぼりかなり一般












































0% 20% 40% 60% 80% 100% 































































　男女別に見ると、「言うことがある」は女性が約 4 割であるのに対し男性は約 6 割
であり、どちらかというと女性よりも男性での使用者率が高い。
　年齢層別に見ると、60・70 代では「言うことがある」が約 6 割と半数を超えるが、














































































































60・70 代でも約 6 割が用いており使用者率は低くないが、40・50 代で約 8 割、20・
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傾向が見られる点（20 代では 3 割近くが使用）を指摘しておく。また、終助詞「ぜ」
の使用者率は「全体」で 2 割強である点、男女差が著しく男性は約 4 割が用いている
点、20 代では約 4 割が用いている点もあわせて指摘しておく。
　勧誘場面における終助詞の全国的な分布状況については、『方言文法全国地図　第













　中国地方方言では ai 連母音の同化形式として、岡山で e: 、備後南部で相互同化












地域 性別 年齢 文例
福山
女 21 △ アタマイテー
男 21 △ イテー
女 22 ○ イテャー
女 22 ◆ イタイ
女 20 ○ イテャー
松永
女 22 ◆ アタマイタイワー
女 22 ◆ アタマイタイ
女 22 ◆ イタイ
尾道
女 21 ◆ アタマイタイ
女 21 ◆ アタマイタイ
男 26 □ イター
女 25 □ イター
三原
女 22 ◆ アタマイタイワ
男 22 △ アタマイテー
男 25 □ イター
男 22 △ イテー
女 19 □ イター



























































　これを母音別に整理すると、図 11 のようになる。æː の使用率は 23％となってお
り、他の形式に比べて低いこと、岡山に近い eː や、広島に近い aː の率が勝っており、
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図 12　岡山（ai:ae:oe ⇒ e:）　　　　　 図 13　福山女性（ai ⇒ a:e:æ:）



















































　　　　　（ア） うまいなぁ 　　　　　（エ） おいしいねぇ 






う」と答えたものの全体像は、ナーを言うとしたものが 160 人中の 81 名で 51％である。
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